
1999年出上の木簡
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所
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地
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山
県
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期
間
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八
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調
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一
（富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
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５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世
―
近
世

（鎌
倉

・
室
町
時
代
が
主
体
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
島
町
は
、
県
中
央
部
に
あ
た
る
射
水
郡
の
西
端
部
に
位
置
し
、
そ
の
町
域

は
、
庄
川
及
び
そ
の
支
流
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野
の
扇
端
部
に
広
が

る
。
当
遺
跡
は
、
町
南
西
部
の

人
塚
地
区
、
南
隣
す
る
大
門
町

と
の
境
界
に
あ
り
、
標
高
七
ｍ

前
後
を
測
る
。

住
宅
団
地
造
成
に
先
立
ち
、

一
九
九
七
年
か
ら
発
掘
調
査
を

開
始
し
た
。
確
認
し
た
遺
構
は
、

川

・
区
画
溝

・
井
戸

・
土
坑

・

掘
立
柱
建
物
で
あ
る
。

出
土
遺
物
に
は
、
中
世
土
師
器
、
珠
洲
焼
、
越
中
瀬
戸
焼
、
近
世

。
近
代
陶

磁
器
、
五
輪
碁
、
懸
仏
、
漆
塗
椀
、
曲
物
、
下
駄
な
ど
が
み
ら
れ
、
そ
の
大
半

が

一
五
世
紀
―

一
六
世
紀
の
も
の
で
占
め
ら
れ
る
。
木
簡
は
、
調
査
区
の
ほ
ぼ

中
央
部
に
あ
る
コ
字
形
を
呈
す
る
区
画
溝
か
ら
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

］
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『
×

］
『
］
×

∞
　

ｏ
⇔
〕

木
簡
は
折
敷
に
文
字
を
記
入
し
た
も

の
で
、
底
板
の
裏
面
中
央
に
五
文
字
が

残
る
。
伴
出
遺
物
よ
り

一
五
世
紀
後
半

に
比
定
さ
れ
、
そ
の
当
時

「愛
染
坊
」

と
い
う
宗
教
に
関
連
し
た
建
物
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

大
島
町
教
育
委
員
会

『入
塚
Ｃ
遺
跡

民
間
分
譲
宅
地
造
成
事
業
に
伴
う
発
掘

調
査
報
告
②
』
０
一〇
〇
〇
年
）

（田
中
　
明
）
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